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い
ず
れ
も
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
各
々
そ
の
對
應
的
要
素
を
見
，い
だ
し
て
い
る
。
驚
に
對
應
す
る
も
の
は
ブ
，

レタ
リ
ア
で
あ

り

.
、 

異
宇
人
に
P

备
る
ネ
の
は
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
で
あ
り
、
神
の
密
判
に
對
應
す
る
も
の
は
社
會
革
命
で
あ
り
、
そ
し
て
選
民
が
メ
シ
ア
：王
：
 

國
で
復
權
す
る
と
い
ぅ
信
仰
は
、

マ
ル
，ク
ス
で
.は
ブ
ロ
レ
ク
リ
ア
が
共
產
社
會
で
解
放
さ
れ
る
と
い
ぅ
命
題
の
形
態
を
デ
く
づ
て
い
る
.
.
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ベ
ル
？

エ
フ
が
マ
ル
ク
ス
の
革
I

を
ブ
ロ
タ
リ
ア
的
メ
シ
ア
思
想
と
呼
び
、
ず
ソ
ン
が
社
會
的
默
示
錄
と
い
つ
て
：■

の
I

に

、
適
切
為
る
«

_
で
：あ
_

«

わ
：れ
る
6
者
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し
が
し
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マ

權

な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
理
想
社
食
が
到
來
す
る
と
き
、
キ
リ
ス
ト
敎
で
は
そ
れ
が
靈
の
終
り
に
し
か
來
な
い
と
考
え
る
の
に
對
し
て
、

マ
レ

午

資

本

論

麵

德

來

る

と

：信

: ^
^
 ̂

ヘ
キ
I

ト
缴
は
歷
史
の
贖
罪
备
就
ど
は
資
本
主
義
の
終
り
に
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し
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の
爱
全
體
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來
,

の
社
會
組
織Q

後
に
学
來
る
な
ど
と
は
藍
し
な
い
。g

ち
終
末
の
時
期
i

し
て
T

K
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で
は
顏
の
霹
が
な
さ
れ
て
い
る
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.と
の
問
題
■は)

.
'日
本
財
政
學
會(

十
月
.

十
：，

一
日
、
早
稻
田
大
學
に
於
て
開
催)

で
硏
究
報
^i

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
前
に
九
月
中
旬
の
經
濟
學
部

.

:.
施
究
俞
で
發
表
し
、
.ま
た
大
學
院
の
財
政
學
.專
攻
班
:'
'
©演
晋
、
大
學
部
の
硏
究
會
で
V

こ
の
.問
題
を
提
示
し
て
多
く
の
論
舉
も
し
た
。
.
.い.ろ
い
ろ
考
え
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れ
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所
が
夺
つ
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.0
日
本
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會
で
は
此
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學
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だ
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吿
し
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.た
の
で
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述
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す
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次
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p
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潘
層
か
ら
小
所
得
新
層
へ
の
所
得
冉
分
配
の
^

一§
:
'を
持
つ
趙
.税
支
出

.は
、

|1
:
:#:
の
：總
吏
恥
を
增
大
さ
.ぜ
る
.こ
と
を
證
朋
七
た

^
 

ハ

/

. 

.... 

:
圓

 

•' 

.，
 

• 

•
•

:
:
E^;
ン」

：の
#
得
苒
分
酿
效
果
#
紀

-<
:;
と
_も
'
'
祖
税

H
a
n
s
e
n
,
P
e
r
l
o

吨—
>
w
a
r
d
c
h
—
>
H
a
a

<l.
e
l
m
o

の
理
論
に
進
ん
だ

'0
.殊
に
ハ
い
ヴ
ェ
ル
モ
の「

エ
コ
ノ
、、、
ト
リ
力j

第

四

號(

一
九
四
五

,

. 

へ
.

...-

.

.

.

.

.

. 

.
、
：
- 

• 

: 

.
 

% 

• 
-

.

.

.
+ 

•

• 

• 

• 

• 

- 

• 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

• 

V. 

.

•:
■

)

::
:均
衡
1予
箅
©
乘
數
效
果
^
關
す
る
理
論
の
：現

實

的

妥

當

性

.
::■
: 

'
■
' 

:■:
::
' 

,

:

.

.

.1| 丸
「
.

ヌ
四
三

V
.:'



 ̂

 ̂v

 

: J'.; 

:
.
.
^

 

.

.

:::.

_
:■
■
.
ノ 

.

.;;
T
:
?ら
'ン
？-
ザ

，
エ

ノ

モ

吃

悬

：
理

詭

の

發

展

に

奪

て

择

養

成

代

日

本

脉

此

論

、

.

(

敗

.
一

璧

丄

ハ

丄

 

<九

頁

を

參

署

れ

た

い

。

こ

：
の

際

に
 

:.
>
'
'。
ズ

谓
,^
-/
1
:
.;€
>
“
，
.同
書
-2
:
,丨
<
頁

亿
.
«
#>
消

費

他

向:£
:ど
&:
-
る
.べ
ー

き

所

が

「

限

^

AJ

い

う

字

が

て

ぃ

る

。

ま

た

六

允

頁

一

一

ff
'

目
 

鳥

れ

ほ

！

E

にG
<
x
”
c

讀

ザ

と

本

る

ベ

ノ
：
：|

性
向
^

雇

翁

と

假

营

名

ち

遲

性

向

表

は

直

線

に

专

:
■:
.
'に
因
る
！̂

^
解

せ

ら

九

て

も

'

•
ブ

：：：1

 

 ̂

' 

V
.
'
.
.
.
/
:
.
.
'
- 

.
'■,
 
.

.

.

.

-

,

:

.

:

■■
、

'

.

.

.-•

.

. 

■
へ,.■ 

.、
 

■■ ■ 

V 

■

-
 

. 

■
:
:
.
.
:
.

 

「

；
■-
 

. 

V 
.

■:
'
 

.ハ'

.

.

.

.

■

.■
'
.
-
:■'
..

,

ノ
ブ
七
ン
は
ー
,
フ

匹

づ

潔

.
鑛
 

に
於
.

:
;-
r

'I
S

S
2

I

■

靡

出

で
'あ
る
場
合
だ
け
に
：膨
脹
^

::

頃
は
租
稅
を
財
源
と
霧
支
出
篇

e
x
p
a
n
s
i
o
n
i
s
t
)

こ

と

が明
か
に
さ

れ

て

い

る

と

い

う

：

 

.

.

',
■
:■
-

:

.

,.
■

一
：
：
'
'
：
■

ろ

が

囊

税
を
I

と
す
る
凌
出
力

膨
脹
効
果
を
持

つ

こ

と

s
o 
n

 an 

e
x
p
l
l
.
e
f
芯

.がI

般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
.へ(g

l
r
a
n
y

4

1
d
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と

れ

は

義

I

グ
の
-

定̂
ヵ
言
め
ら
ォ
る
な
ら
、は
，
所
得
将
分
配
効
艰
の
な
い
租
税
支
出
本
乘
徵
効
果
が
あ
り
、
そ
.の
'黧
は
で
あ
る
と
い
う
理
論
で 

■あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
あ
り
得
る
こ
と
I

チ
で
あ
る
と
4

え

专

。
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あ
り
得
.べ
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/
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あ
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し
か
し
、
皆
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い

う
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な
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違
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來
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し
か
も
、
そ

れ
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a
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r
e
e
d

で
あ

'る
と

し，う

仮

令

、
來
國
の
學
贫
が
一
般
ヒ
承
認
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う

.な
現
實
的
愛
當
性
の
な
い
理
論
を
私

.

は
承
認
し
な
い
。
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。
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憂
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
こ
の
場
合
に
、
す
べ
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貨
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範
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濟
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；
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ぜ
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；
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靡
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。
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檐
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府
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萣
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。
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；
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租
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税
支
出
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。
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し
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、

ン
セ
ン
は
所
得
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配
効
果
を
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た
な
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租
税
支
出
も

、

れ
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租

税
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額

だ
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所

得

を
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乘
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効
果
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あ
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と
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す
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。
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し
、
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ヴ
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私
的
投
資
が
コ
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タ
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と
い
ぅ
假
定
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し
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政
府
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.
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す
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あ
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ケ
月
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し
、.
限
界
消
費
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缸
を
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と
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る
と
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効
果
が
瑰
わ
れ
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。
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總
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。
诺
し
所
得
期
間
が〗 

V
Jれ
ょ
ヴ
も
短
く
：(

例
一
.
"一
ケ
.
.月
'

〕

ま
た
，
界
消
費
性
向e

の
數
値
が
こ
れ
ょ
々
t

大

き

け

，
れ

ば
.

(

例
、
3
14;)

、：
乘
數
潮
果
の
.大
部
分
は

,

.

.

.

.

 

•
- 

.

.

.

.

.

.

. 

.

パ.
’

.

. 

■ 

!
* 

• 

. ' 

.

.
、

.

. 

.

な
お
：「

層
に
短
い
期
間
に
現
わ
れ
る
ど
と
に
な
务
。
':
:
-
:')

.

^
 

V 

- 

•

ぃ
 

:(

乘
數
效
果
の
た
め
に
必
見
な
期
M

の
說
明
は
多
い
が
、
.
例
え
ば
、
-:
:

モ
ル
、ガ >

「

國
民
所
得
と
雇
用
|_
、
‘
熊
谷
：
镀
邊
共
譯
書
.ー
九
一I

頁 

參
照)

'ズ
ノ
:-
:
.
.
. 

.

V

7 

' 

.

'し

か

る

に

、
'
粗

税

支

出

を

內

容

と

す

る

均

衡

豫

.算

の

：乘

數

效

果

贮

づ

い

：
て

は

：
、
次

に

：
示

す

琢

實

性

：あ

る

假

定

に

.於
て
：は
、そ
の
結
果
が
此 

較
的
短
胁
間
人
へ
ー

(

ケ
年
丄
1

?
牟
> ：

に
は
珑
わ
れ
fe
:v
o
.む

じ

ろ

逆

の
.結
果t

膨
脹
で
は
.な
く
て
收
縮
の
貌
果)

が
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

政
府
め
租
税
收
久
の
收
受
と
支
出
と
の「

時
の
：お
く
れ」

ッ
の
期
間
とr 

.私
- ^
消
費
支
出
の
--
1
時
の
: #
'
-べ
れ」

；の
期
間
‘の
差
を
少
く
す
る

:た
め
に
、
，所
得
期
間
を
"

r.

隹

月
&
す
る
0
そ

\ 

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

• . 
.

.

.

.

. 

• 

•
. 

’ 

.

. 

.

.

.

. 

•
• 

• 

• 

. 

.

.

.

. 

- 

•
, 

.

、

一*
. 

-

そ
の
差
だ
け
政
庇
保
藏
と
な
わ
て
收
縮
的
効
果
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
'

.

.

-

.

限
界
消
費
性
向
^ .
.を
3
|
.
4と
す
る
。

ハ
ー
ヴ
ェ
ル
乇
も
入
ン
，セ
シ
も
.«-
の
藪
値
は
.
0

〈

殳
1

と
.い
ふ
'だ

け

：で

、
.
2
1
3と
も
.

1

4と
も
- 

*:i

小
し
て
い
众
い
。
近
年
、
日
本
に
お
け
る
限
坭
貯
蓄
性
问
が
ー
一
四
八
^

で
あ
る
と
い
ぅ
資
料
が
あ
る
か
ら
、
、こ
れ
に
對
し
て
假
め：

に
限
界

へゾ:
:'
.

.
..

.

.
听
得
#
分
配
効
染
を
持
た
な
い
租
税
支
出
を
內
容
と
す
るH

x
a
c
t

 B
a
l
a
n
c
e
d

 

B
u
d
g
e
t

と
す
る
。
.若
.し
.次
年
度
へ
の
繰
越
金
が
あ
る

. 

-

.

 

-

,■
• 

. 

■
.•
'
;
, 

,
:

■■
■
■
、

.'
■
■.‘，」

■■
.ぐ
.
、

.

.
：

；

':

:

:

、

'
■,
:

■-
一
 

. 

■
.'
.
-

一'.
-

：#
衡

予

箄

の

乘

數

敦

果

、に

«

す
基
論
'の
現
實
的
妥
當
牲
：/
:̂
:

翁

-:
:
^
^
^
^
^
^



と
す
れ
ば
、
•そ
れ
だ
け
當
該
會
計
年
度
に
と
つ
て
はQ

o
v
e
r
n
m
e
n
t

 s
n
r
p
d
s

に
な
る
'か
ら
で
あ
る
。

當
該
年
度
內
の
租
稅
收
人
は
そ

:
}
.
:
の
举
度
敌
ぬ
氣
額
の
亥
觀
#
，
す
あ
も
の
'>
1

-

一.
^年)

：；：を
、
'所
得
期
間
を1

一
；
ケ
：
月

と
.し
て
六
. 

期
に
區
分
す
石
。
 

' 

Z 

/
 

‘

:•
'
/ハ
：.
1ヴ H

 
ル
^<:
声

^

.

.所

要

收

人

：
の

基

額

^
例

へ

ば

：
T

b
o ;
觀

)

へ
を
徵
-

.w
て
，'、ぞ
^

* 

. 

< 

■ 

■ 

.
-
-
.
.
.
. 

- 

• 

. 

.

.

.

.

.

. 

V 

... 

.

.

.

.■

■
• 

■-
 

•

.

-

.

.

•

.

 

._

m

と
な
る
箸
の
も
の
.を
徵
收
し
た
も
の

a T
が
支
出
さ
办
ず
に
殘
る
期
間
に
於
て
政
府
保
藏
と
な
つ
て
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
收
撕
効
果
を
. 

:

持
^

こ
妃
^
允
今
マ
货
し
聋
バ
现
實
に
ぼ
ン
均
衡
豫
算
^

馨
膨
ん
は
^
囘 

そ
こ
：

P

所
#

期
間
を1

一.ヶ
月 

7
.
:ぜ
じ
、
.
‘租
稅
づ(

所
得
課
税)

：_

「

0 ^
0

0;
傲
紙
五
期
に
平
均
分
翁
し
弋

.

:き
れ

て

：ー、
：第

〗

ハ
斯
1
被

完
_
を
'完
了
1>
、
#

雒

度

へ
^
—
越

が
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を
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れ
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